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公共施設等マネジメント News No.1 

平成 29年 2月 

■公共施設再配置に関する職員研修（第 1回）を開催しました。 

平成 28年 3月に策定した「甲府市公共施設等総合管理計画」の内容を共有するとともに、公共施設等

マネジメントの理解を深めるため、職員研修を開催しました。研修では、今後どのように公共施設の最適化を進

めていくのか、グループ討議形式で検討していただきました。 

●開催概要 

開催日時 ： 平成 28年 11月 29日（火）13:30-16:00 

場 所 ： 甲府市役所６階大会議室 

参加者 ： 若手職員や係長クラスを中心に各部より自由参加として募集。合計４５名出席。 

＜プログラム概要＞ 

・甲府市公共施設等総合管理計画の概要説明 （約 15分） 

・グループ討議①～公共施設の利用者と利用圏域を考える～ （約 60分） 

・グループ討議②～10年後の公共施設の課題と取り組みを考える～ （約 60分） 

 

1. 公共施設等総合管理計画の概要説明 

「甲府市公共施設等総合管理計画」の概要を、策定の目的と背景、施設保有量の削減目標、公共施設

等の管理に関する基本的な考え方に整理し、共有しました。 
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2. グループ討議①～公共施設の利用者と利用圏域を考える～ 

仮想の公共施設（右図）を想定して、配置状況や施設特性から、施設目的と主な利用者、利用圏域につ

いてグループに分かれて意見交換を行いました。 

＜主な意見交換の内容＞ 

●a地区に立地する大きな集会所は地区に限らず全

市民が利用し、b地区に立地する小さな集会所は

地区住民が利用する。 

●保育所は、自宅からの近接性だけでなく職場への近

接性もニーズとして考慮し、地区に限らず全域が利

用圏域となる。 

●市民ホールは、駅に近接しており、市全域に加えて、

近隣市町村の利用者もある。 
 

3. グループ討議②～10年後の公共施設の課題と取り組みを考える～ 

グループ討議①の内容をもとに、10年後に人口が 50％減少するという条件を踏まえ、利用圏域から見た課

題や必要な取り組みについてグループで意見交換を行いました。 

＜主な意見交換の内容＞ 

●集会所と公民館については、機能が似ているため複合化を図る。 

●保育所については、古い施設を新しい施設に集約化する。 

●小学校は児童数に応じて集約化する。 

●集会場は民間事業者による指定管理とし、施設の使用料等より収

益をあげる施設とする。 

●人口減少が顕著なことから、地域コミュニティを重視したコンセプトとし

て、施設の再編を図る。 

●保育所と高齢者施設を小学校に複合し多世代交流施設とする。 

●中学校と小学校を複合化し、小中一貫校とする。 

●再配置により低・未利用となった資産は売却等により活用する。 
 

■今後の「公共施設等マネジメント」の展開 

平成 28年度 4月に資産活用課を設置し、施設の統廃合等の方向付けを行うための「（仮称）甲府市公

共施設再配置計画」を平成 30年 7月までに策定するなど、各種取り組みを展開しています。 
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●公共施設マネジメント 
    の推進 
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3rd STEP 

H28.4～ 
●資産活用課設置 
H28.8～H30.7 

●（仮称）公共施設再配置計画の策定 
(１)公共施設の現況把握と評価 (２)公共施設マネジメントの推進 
(３)再配置計画基本方針の策定 (４)モデル事業の提案と実行計画の策定 
(５)実施計画の策定      (６)再配置計画の策定 
(７)市民合意形成 
●事後保全から予防保全への転換 
(８)公共施設自主点検マニュアルの作成 
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